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を
組
み
合

わ
せ
モ
ダ

ン
な
デ
ザ

イ
ン
に
し

ま
し
た
。

　

庭
先
に

出
る
に
は

木
曽
石
の

沓
脱
石
に

お
り
木
曽

石
の
延
段

そ
し
て
伊

勢
ゴ
ロ
タ

で
仕
上
げ

た
小
さ
な

サ
ー
ク
ル

か
ら
仙
台

石
と
御
影
石
で
短
冊
と
し
て

細
長
い
直
線 

を
通
路
と
し
て

そ
の
先
に
木
曽
石
で
大
き
い

サ
ー
ク
ル
へ
と
た
ど
り
着
け

ま
す
。

　

デ
ザ
イ

ン
の
ポ
イ

ン
ト
は
細

い
通
路
か

ら
の
大
き

な
サ
ー
ク

ル
へ
の
変

化
の
強
調
、

異
な
る
石

材
が
入
り

込
ん
で
重

な
り
合
う

様
に
す
る

こ
と
で
つ

な
が
り
が

も
て
る
。

　

地
上
の

景
色
よ
り

二
階
か
ら

の
景
色
の

方
が
丸
、

四
角
が
強

「
延
　
段
　
作
　
庭
」

　

一
班
　
　
　

　
　(

有)

逗
子
ガ
ー
デ
ン

久
保
田
　
満
　

　

庭
守
で
は
、
一
年
毎
に
延

段
・
蹲
・
三
又
・
修
羅
等
の

扱
い
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
延
段
の
講
習
で
は
、
基

本
的
な
直
線
的
な
も
の
、
曲

の
も
の
、
霰
く
ず
し
等
様
々

な
延
段
を
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
期
は
、
延
段
を
復
習
す

る
と
き
め
、
講
習
者
各
自
で

大
体
３
ｍ
×
６
ｍ
位
の
な
か

で
自
分
の
作
り
た
い
延
段
の

図
面
を
書
い
て
く
る
事
と
な

り
、
私
は
笑
意
軒
前
に
あ
る

縁
取
り
の
中
に
小
さ
め
の
石

を
霰
零
し
の
様
に
散
り
ば
め

た
延
段
に
、
袁
林
堂
の
よ
う

な
方
形
の
切
石
の
飛
石
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
書
き
ま
し
た
。

　

図
面
を
書
く
時
も
一
つ
一

つ
の
石
の
形
や
、
目
地
の
ラ
イ

ン
を
意
識
し
、
図
面
外
に
何

が
あ
る
の
か
を
設
定
し
て
か

ら
書
く
と
勉
強
に
な
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
施
工
し
て
み
る
と
、

方
形
切
石
の
飛
石
の
配
置
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
図
面
上

の
見
た
目

と
実
際
の

歩
き
や
す

さ
、
茶
庭

で
は
、
利

休
ハ
渡
り

六
分
景
気

四
分
、
織

部
ハ
渡
り

四
分
景
気

六

分

と

い
い
ま
す

が
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス

が
本
当
に

大
切
で
、

元
々
飛
石

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
横
浜
Ｊ
Ａ
に
於
い
て
、
今
年
度
３
回
目
の
庭
守
講
習
会

が
２
班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
班
で
設
計
し
た
「
課
題
」
に
基
づ
き
実
施
し
ま
し
た
。は

何
の
た
め
に
打
つ
の
か
を

考
え
る
と
、（
ど
の
位
の
頻
度

で
歩
く
場
所
か
等
あ
り
ま
す

が
）
あ
ら
た
め
て
歩
き
や
す

さ
は
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

石
の
加
工
も
講
習
で
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
使
っ
た
よ
う
な
中
国
産
御

影
石
も
面
を
と
り
む
く
り
を

つ
け
た
り
、
自
分
で
の
み
き

り
す
る
な
ど
一
手
間
か
け
る

だ
け
で
空
気
感
が
変
わ
り
ま

す
。
採
り
つ
く
さ
れ
て
な
か

な
か
銘
石
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
石
は
手
に
入
ら
な
い
現
状

で
す
が
、
ど
ん
な
石
で
も
上

手
く
使
え
る
よ
う
な
、
こ
こ

ろ
・
技
、
ま
た
、
日
本
人
の

も
つ
時
間
の
流
れ
と
い
う
美

意
識
の
な
か
で
石
を
見
る
目

を
庭
守
で
学
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
の
方
か
ら
「
自

分
の
器
以
上
の
庭
は
つ
く
れ

な
い
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

庭
守
で
は
本
物
と
言
わ
れ
る

石
材
を
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
物
と
は
、
そ
の
一
つ
の

一班　図面

石
材
や
樹
木
を
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
庭
の
空
気
感

が
一
変
し
て
し
ま
う
も
の
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
講
習

以
外
で
も
庭
に
関
わ
る
も
の

の
本
物
と
言
わ
れ
る
も
の
を

自
分
の
目
で
見
て
歩
き
、
考

え
、
学
び
、
自
分
を
少
し
で

も
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

二班　図面

一班　完成

二班　完成

  　
二
班

　
　(

有)

山
田
造
園
　
　

山
田
　
俊
夫
　

　

今
回
は
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
、

図
面
、
材
料
な
ど
を
決
め
て

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
工
の
広
さ
は
横
５
ｍ
奥

行
き
３
・
５
ｍ
で
す
。
デ
ザ
イ

ン
を
想
像
し
た
場
所
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
の
コ
ー

ナ
箇
所
の
部
分
を
丸
、
四
角

調
さ
れ
る
。
石
材
を
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
和
・
洋
ど
ち

ら
も
対
応
で
き
る
。

　

実
際
に
現
場
に
て
遣
り
方

や
位
置
決
め
を
行
っ
て
い
く

中
で
講
師
の
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
図
面
と
は

サ
ー
ク
ル
の
大
き
さ
や
短
冊

の
角
度
な
ど
異
変
も
あ
り
ま

し
た
。

　

樹
木
は
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
中
か
ら
植
栽
し
た
仕

上
が
り
で
す
が
モ
ミ
ジ
が
大

き
く
な
り
サ
ー
ク
ル
を
包
み

こ
む
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
に

近
づ
い
て
く
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
限
ら
れ
た
時
間
の
な

か
で
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
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●会員名簿の変更●
（平成23年度名簿）

入　　　会

○緑支部
　㈱植照
　〒226-0026　横浜市緑区長津田町3641-1
　 TEL045-924-6211　FAX045-921-7775

住 所 変 更

○旭支部
　山鈴園　（会員名簿P.37）
　〒241-0051　横浜市保土ヶ谷区上菅田町951
　笹山団地52-402

代表者変更

○湘南西支部
　日本消毒㈱（会員名簿P.60）
　代表者氏名　石井敏博→秋元厚

2/1（金） 病害虫防除講習会（平塚合同庁舎）

2/2（土） 造園技能士コース（第14回）

2/9（土） 造園技能士コース（第15回）

2/14（木） 庭園部会
技能検定調整会議

2/16（土） 造園技能士コース修了試験

2/17（日） 川合玉堂別邸「流れ滝」修復整備講
習会

2/18（月） 公園緑地部会経営研修・技術研修委
員会

2/19（火） 教育研修委員会

2/22（金） 公園緑地部会正副部会長・正副委員長会
公園緑地部会

2/23（土） 県域青年部交流研修会

2/24（日） 川合玉堂別邸「流れ滝」修復整備講
習会

2/26（火） 樹木・資材委員会

2/28（木） 三役会
支部長会

3/2（水） 造園技能士コース修了式

3/5（火） 情報委員会

3/7（木） 総務厚生委員会

3/22（金） 県域青年部会

3/26（火）
公園緑地部会正副部会長・正副委員
長会
公園緑地部会

3/27（水） 庭園めぐり研修会

3/28（木） 正副会長会
理事会

事 務 局 情 報
（月  間  行  事  一  覧）

●諸会議その他●

　

協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・

神
奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共

催
で
平
成
二
十
四
年
度
第
二

回
病
害
虫
防
除
関
係
者
講
習

会
が
二
月
一
日
「
平
塚
合
同

庁
舎
五
階
会
議
室
に
於
い
て

実
施
さ
れ
総
勢
七
十
一
名
（
造

園
業
関
係
二
十
二
名
・
行
政

六
名
・
農
協
等
四
十
一
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。　
　
　

　

平
成
二
十
五
年
度
も
二
回

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
別
途

ご
案
内
致
し
ま
す
。

  

病
害
虫
防
除
講
習
会
を
開
催

作
庭
塾
庭
守
講
習
会

　
旧
川
合
玉
堂
別
邸
「
流
れ
滝
」
修
復
整
備
講
習
会

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
　
大
胡
　
周
一
郎

　

今
年
も
旧
川
合
玉
堂
別
邸

「
二
松
庵
」
を
会
場
に
お
借
り

し
て
、
二
月
十
七
日
（
日
）

と
二
十
四
日
（
日
）
の
二
日

間
「
流
れ
滝
」（
瀬
滝=

急
勾

配
の
流
れ
）
の
修
復
を
す
る

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
講
習
会
で
、
池

泉
石
組
を
行
っ
た
池
か
ら
、

暗
渠
で
流
れ
出
し
た
水
が
、

岩
盤
を
つ
た
い
、
外
ゲ
ー
ト

脇
へ
と
下
る
あ
た
り
に
、
以

前
、
流
れ
滝
の
形
に
、
石
組

が
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

年
を
経
て
一
部
は
埋
ま
り
、

崩
れ
て
し
ま
い
原
形
が
分
ら

な
く
な
っ
た
部
分
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、
昔

の
石
組
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

埋
ま
っ
た
所
を
掘
り
出
し
、

失
わ
れ
た
部
分
に
新
た
な
石

を
補
充
し
な
が
ら
、
景
色
を

整
え
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
取
り
掛
か
る
と
、
流

れ
の
左
側
は
、
竹
藪
が
侵
入

し
て
お
り
、
先
年
行
わ
れ
た

駐
輪
場
の
擁
壁
工
事
の
際
に
、

削
り
取
ら
れ
た
部
分
も
あ
り
、

特
に
い
た
み
が
酷
く
、
や
り

が
い
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の

上
、
水
の
湧
き
出
し
、
急
傾
斜
、

作
業
場
所
の
狭
さ
に
よ
り
、

受
講
さ
れ
た
方
々
は
、
大
変

な
ご
苦
労
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
先
生
方
の
説
明

や
指
示
を
う
け
な
が
ら
、
熱

心
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

埋
没
し
て
い
た
部
分
が
、

露
わ
に
な
る
と
、
中
段
か
ら

下
は
、
ぐ
っ
と
広
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
既
存
の
石
の
存

在
感
を
上
手
く
活
か
し
つ
つ
、

周
囲
の
地
形
（
ぢ
な
り
）
に

良
く
馴
染
む
よ
う
、
気
を
配

り
、
新
た
な
石
を
据
え
、
流

れ
底
も
上
段
は
、
そ
の
ま
ま

に
、
途
中
か
ら
細
か
い
石
を

付
け
、
仕
上
げ
ま
し
た
。
作

業
の
終
わ
り
に
、
上
水
を
掛

け
る
と
、
黒
々
と
し
た
筑
波

石
が
、
往
時
の
面
影
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。

　

二
松
庵
で
の
講
習
会
も
最

初
の
鉄
砲
垣
か
ら
、
九
回
目

を
数
え
ま
す
。
受
講
さ
れ
た

方
、
指
導
に
当
た
ら
れ
た
先

生
方
、
神
造
協
役
員
の
皆
様
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
元

に
、
講
習
会
を
行
っ
て
参
り

社
会
保
険
未
加
入
対
策
及
び

　
改
正
労
働
契
約
法
講
習
会
を
開
催

　

建
設
業
に
お
い
て
は
、
産

業
の
持
続
的
な
発
展
に
必
要

な
人
材
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
事
業
者
間
の
公
平
で

健
全
な
競
争
環
境
の
構
築
を

進
め
る
た
め
、
国
土
交
通
省

は
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金

の
未
加
入
対
策
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
は
、
無
期
労
働
契
約
へ
の
転

換
等
労
働
契
約
法
の
改
正
を

四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
二
月
二
十
七
日
に
神
奈

川
県
建
設
業
会
館
に
お
い
て

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
三
十
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
　

　
　
社
会
保
険
労
務
士
　
　

　
　
　
　
岡
崎
　
健
吾
　
氏

○
社
会
保
険
未
加
入
対
策
と

適
正
運
用

　

・ 

社
会
保
険
未
加
入
問
題

対
策
の
概
要

　

・ 

労
働
保
険
、
社
会
保
険
の

加
入
義
務
の
あ
る
法
人

　

・
個
人
事
業
主
と
は

　

・ 

元
請
企
業
の
役
割
と
責

任

　

・ 

法
定
福
利
費
確
保
の
た

め
に

　

・ 

年
金
事
務
所
調
査
の
ポ

イ
ン
ト
他

○
改
正
労
働
契
約
法
に
つ
い
て

　

・ 

改
正
労
働
契
約
法
の
概
要

　

・ 

改
正
後
の
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
・
契
約
社
員

等
を
有
期
雇
用
す
る
際

の
注
意
事
項
他

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し

て
、
玉
堂
邸
の
運
営
委
員
会

の
皆
様
や
、
開
園
日
に
来
園

さ
れ
る
御
客
様
方
に
も
、
大

変
好
評
で
、
案
内

を
す
る
ガ
イ
ド
さ

ん
達
も
、
特
に
力

を
込
め
て
説
明
し

て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

会
場
を
お
借
り

し
た
、
横
浜
市
教

育
委
員
会
文
化
財

課
、
金
沢
区
区
政

推
進
課
の
御
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
の
お
り

に
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
な
ら
ば
、
二
松
庵
の

お
庭
の
整
備
を
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

２月24日　施工前

病害虫防除講習会


